中世ヨーロッパの伝説 : (2)エッダの系譜 by 高木 昌史
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
―
―
（
２
）
エ
ッ
ダ
の
系
譜
―
―
高
木
昌
史
序
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』K
inder
–und
H
ausm
ärchen
（
以
下
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
も
略
記
）
の
「
原
註
」O
riginalanm
erkungen （１
）の
中
で
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
話
や
伝
承
世
界
を
彩
る
白
鳥
乙
女
や
竜
退
治
と
い
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
に
関
連
し
て
、
し
ば
し
ば
古
代
北
欧
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』E
dda
（
九
―
一
三
世
紀
成
立
）（
後
述
）
に
言
及
し
、
そ
れ
と
昔
話M
ärchen
と
の
内
密
な
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
ら
は
口
承
文
芸
研
究
の
視
点
か
ら
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
物
語
世
界
の
祖
型
を
古
代
北
欧
に
探
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
第
二
版
増
補
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
た
一
八
一
九
年
、『
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
学
術
報
告
』
に
発
表
さ
れ
た
『
エ
ッ
ダ
』
に
関
す
る
書
評
に
お
い
て
（
２
）、
兄
ヤ
ー
コ
プ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
文
書
に
よ
る
証
拠
や
暗
示
の
他
に
、
数
千
年
以
前
の
我
々
の
種
族
の
言
語
や
歴
史
に
対
す
る
無
意
識
で
予
感
的
な
感
情
が
我
々
の
胸
の
中
に
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
ら
エ
ッ
ダ
歌
謡
集
を
読
む
際
に
我
々
を
襲
い
か
つ
魅
了
す
る
も
の
が
ま
さ
し
く
そ
れ
に
違
い
な
い
（
３
）」。
一
方
、『
エ
ッ
ダ
』
に
は
、
ド
イ
ツ
中
世
の
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』D
as
N
ibelungenlied
（
一
二
〇
〇
年
）
に
登
場
す
る
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
原
型
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
シ
グ
ル
ズ
―
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
、
グ
ズ
ル
ー
ン
―
ク
リ
エ
ム
ヒ
ル
ト
、
竜
﹇
大
蛇
﹈
退
治
、
等
々
）。『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
の
恐
ら
く
背
景
と
な
っ
て
い
る
民
族
大
移
動
以
来
の
古
37
代
ゲ
ル
マ
ン
の
神
話
や
伝
説
、
そ
し
て
歴
史
が
、『
エ
ッ
ダ
』
に
は
多
数
温
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
世
界
を
覗
く
際
の
貴
重
な
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
（
４
）。
ド
イ
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
、
否
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
世
界
的
な
規
模
で
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
伝
承
文
学
を
文
献
学
的
に
研
究
し
て
い
た
の
だ
が
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
ノ
ー
ト
」
等
（
５
））、
特
に
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
共
通
の
物
語
要
素
を
探
求
す
る
過
程
で
、『
エ
ッ
ダ
』
に
着
目
し
た
の
は
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
北
欧
は
歴
史
的
に
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
、
グ
リ
ム
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
と
『
エ
ッ
ダ
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
「
無
意
識
で
予
感
的
な
感
情
」（
Ｊ
・
グ
リ
ム
）
の
由
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
具
体
例
と
し
て
、（
１
）
白
鳥
乙
女
、（
２
）
鴉
の
会
話
、（
３
）
竜
退
治
の
三
項
目
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
章
『
エ
ッ
ダ
』
に
つ
い
て
初
め
に
、
現
在
刊
行
中
の
『
昔
話
百
科
事
典
』Enzyklopädie
des
M
ärchens
（
以
下
Ｅ
Ｍ
と
も
略
記
）
等
（
６
）を
参
考
に
、『
エ
ッ
ダ
』Edda
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
整
理
し
て
お
き
た
い
（
７
）。
「
エ
ッ
ダ
」
と
い
う
呼
称
が
最
初
に
現
れ
た
の
は
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
詩
人
・
歴
史
家
・
政
治
家
で
あ
っ
た
ス
ノ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ンSnorri
Sturluson
（
一
一
七
九
―
一
二
四
一
年
）
が
ス
カ
ル
ド
詩
人
（
九
―
十
四
世
紀
、
北
欧
で
活
躍
し
た
宮
廷
詩
人
）
の
た
め
に
著
し
た
手
引
書
の
写
本
と
言
わ
れ
る
（
８
）。
ス
ノ
リ
は
一
二
二
〇
年
頃
、「
ギ
ル
ヴ
ィ
の
た
ぶ
ら
か
し
」G
ylfaginning
[G
ylfis
T
äuschung]
、「
詩
の
言
語
」Skáldskaparm
ál[D
ie
Sprache
der
D
ichtkunst]
、
お
よ
び
「
詩
句
の
種
類
一
覧
」H
áttatal[Verzeich-
nis
der
Versarten]
の
三
部
か
ら
成
る
い
わ
ゆ
る
『
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
』（＝
『
散
文
の
エ
ッ
ダ
』、『
新
エ
ッ
ダ
』）
を
完
成
す
る
。
中
で
も
「
ギ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」
は
古
代
北
欧
の
異
教
的
世
界
の
神
話
を
体
系
的
に
整
理
し
て
い
る
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
（
９
）。
と
こ
ろ
が
、
一
六
四
三
年
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
司
教
ブ
ル
ュ
ニ
ヨ
ー
ル
ヴ
・
ス
ヴ
ェ
イ
ン
ソ
ンB
rynjólfur
Sveinsson
が
神
話
詩
を
含
む
写
本
を
発
見
、
ス
ノ
リ
の
作
品
の
根
底
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
歌
謡
集
を
そ
の
中
に
見
出
す
。
彼
は
、
ス
ノ
リ
同
様
、
そ
れ
を
『
エ
ッ
ダ
』
と
名
付
け
、
口
承
の
歌
謡
集
と
は
見
做
さ
ず
、
誤
っ
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
学
者
セ
ー
ム
ン
ド
・
シ
グ
フ
ュ
ソ
ンSaem
undr
Sigfússon
（
一
〇
五
六
―
一
一
三
三
年
）
の
作
品
で
あ
る
と
推
察
し
た
。（
現
在
、「
セ
ー
ム
ン
ド
の
エ
ッ
ダ
」
と
い
う
呼
称
は
使
わ
れ
38
な
い
。
た
だ
し
、
グ
リ
ム
の
時
代
に
は
こ
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
（
１０
）。
ブ
リ
ュ
ニ
ヨ
ー
ル
ヴ
が
発
見
し
た
写
本
は
、
現
在
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
首
都
レ
イ
キ
ャ
ヴ
ィ
ク
に
「
王
の
写
本
」C
odex
R
egius
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ノ
リ
の
『
エ
ッ
ダ
』
と
区
別
し
て
、『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
（＝
『
詩
の
エ
ッ
ダ
』、『
古
エ
ッ
ダ
』）
と
呼
ば
れ
、
伝
統
的
に
、「
神
々
の
歌
」
と
「
英
雄
の
歌
」
に
分
類
さ
れ
る
。
以
上
、『
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
』
は
執
筆
年
代
が
明
ら
か
だ
が
、『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
の
成
立
に
関
し
て
は
事
情
が
複
雑
の
よ
う
だ
。
最
古
の
写
本
は
十
三
世
紀
中
葉
と
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
九
世
紀
（
五
世
紀
に
想
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
）
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
幅
が
あ
る
。
多
く
は
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
書
か
れ
た
ら
し
い
。
な
お「
エ
ッ
ダ
」Edda
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
古
ノ
ル
ド
語
の
「
祖
母
」
あ
る
い
は
「
文
芸
」
説
、
ま
た
地
名
説
が
あ
る
（
１１
）。
最
後
に
、『
エ
ッ
ダ
』
写
本
が
存
在
す
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
い
う
国
に
つ
い
て
（
図
版
１
）。
九
世
紀
以
前
の
状
況
は
別
に
し
て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
集
団
的
な
図版１ ノルマン・マジャール人の侵入
39
移
住
は
、
本
格
的
に
は
、
西
暦
八
七
四
年
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
当
地
に
は
自
由
国
家
が
創
建
さ
れ
、
九
三
〇
年
以
降
、
立
法
・
裁
判
府
と
し
て
民
会A
lthing
が
置
か
れ
、
執
行
権
は
族
長
た
ち
の
も
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
西
暦
一
〇
〇
〇
年
、
民
会
は
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
、
十
一
世
紀
末
に
は
、
人
口
八
万
人
を
数
え
た
が
、
一
二
六
二
年
、
内
乱
が
誘
因
と
な
っ
て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
家
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
（
１２
）。『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
が
成
立
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
主
に
十
世
紀
頃
に
成
立
し
た
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
に
は
、
そ
う
い
う
わ
け
で
、
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
思
考
や
慣
習
の
影
響
は
未
だ
少
な
く
、
異
教
的
な
風
土
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
大
陸
よ
り
も
む
し
ろ
、
人
里
離
れ
た
島
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
、
ゲ
ル
マ
ン
的
な
も
の
の
痕
跡
が
数
多
く
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
一
世
紀
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
が
侵
入
し
て
く
る
ま
で
は
そ
う
で
あ
っ
た
（
１３
）。
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
前
述
の
よ
う
に
、『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
は
「
神
々
の
歌
」（
図
版
２
）
と
「
英
雄
の
歌
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
、
レ
ク
ラ
ム
（
全
訳
）
版
「
目
次
（
１４
）」
に
拠
っ
て
、
二
つ
の
歌
謡
集
か
ら
本
稿
に
関
係
の
深
い
も
の
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
題
名
は
邦
訳
『
エ
ッ
ダ
』（
谷
図版２ 槍を持つオーディン、槌を持つトール、剣を持つフレイル
１１００年頃 国立歴史博物館、ストックホルム
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口
幸
男
訳
）、
Ａ
・
ク
ラ
ウ
ゼ
の
独
訳
、
古
ノ
ル
ド
語
原
題
（
括
弧
内
）
の
順
で
あ
る
。
「
神
々
の
歌
」
「
巫
女
の
予
言
」D
ie
W
eissagung
der
Seherin
[V
öluspá]
／
「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
箴
言
」D
ie
Sprüche
des
H
ohen
[H
ávam
ál]
／
「
グ
リ
ー
ム
ニ
ル
の
歌
」D
as
G
rim
nirlied
[G
rím
nism
ál]
／
「
バ
ル
ド
ル
の
夢
」B
alders
T
räum
e
[B
aldrs
draum
ar]
。
「
英
雄
の
歌
」
「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」D
as
W
ölundlied[V
ölundarkvid －a]
／
「
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
殺
し
の
ヘ
ル
ギ
の
歌
１
」D
as
E
rste
Lied
von
H
elgi
dem
H
undingstöter[H
elgakvid －a
H
undingsbana
in
fyrri]
／
「
レ
ギ
ン
の
歌
」D
as
R
eginnlied
[R
eginsm
ál]
、「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」D
as
Fafnirlied
[Fáfnism
ál]
、「
シ
グ
ル
ド
リ
ー
ヴ
ァ
の
歌
」D
as
Sigrdrifalied
[Sigrdrífum
ál]
／
「（
古
）
シ
グ
ル
ズ
の
歌
断
片
」Fragm
ent
eines
Sigurdliedes
[B
rot
af
Sigurd －arkvid －u]
／
「
グ
ズ
ル
ー
ン
の
歌
１
」D
as
E
rste
G
u-
drunlied
[G
ud －rúnarkvid －a
in
fyrsta]
／
「
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
の
冥
府
へ
の
旅
」B
rynhilds
H
elfahrt
[H
elreid －
B
rynhildar]]
／
「（
古
）
ア
ト
リ
の
歌
」D
as
（A
lte
）A
tlilied
[A
tlakvid －a
in
grœ
nlenzka]
。
レ
ク
ラ
ム
（
選
集
）
版
編
者
Ｈ
・
ク
ー
ン
の
「
序
文
（
１５
）」
に
よ
る
と
、
「
神
々
の
歌
」
は
ド
イ
ツ
に
も
イ
ギ
リ
ス
に
も
、
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
存
在
し
な
い
独
特
な
も
の
の
よ
う
だ
。
特
に
、
古
代
の
神
話
世
界
を
神
秘
的
な
言
葉
で
雄
大
に
繰
り
広
げ
る
「
巫
女
の
予
言
」
は
類
例
が
な
く
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
／
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
独
自
の
創
作
と
言
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
ゲ
ー
テ
、
そ
し
て
グ
リ
ム
も
注
目
し
た
逸
品
で
あ
る
（
後
述
）。「
神
々
の
歌
」
全
体
は
北
欧
的
で
は
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
共
通
の
要
素
を
宿
し
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
伝
承
が
少
な
い
ド
イ
ツ
で
は
と
り
わ
け
、
こ
の
歌
謡
集
は
「
計
り
知
れ
な
い
価
値
」
を
持
っ
て
い
る
（
１６
）。
他
方
、「
英
雄
の
歌
」
は
、
レ
ク
ラ
ム
（
選
集
）
版
編
者
Ｆ
・
グ
レ
ン
ツ
マ
ー
の
指
摘
（
１７
）に
よ
る
と
、
成
立
時
期
に
従
っ
て
、
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
は
民
族
大
移
動
に
由
来
し
、
「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」、「（
古
）
ア
ト
リ
の
歌
」
等
が
そ
れ
に
数
え
ら
れ
る
。
第
二
は
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
も
の
で
、「
シ
グ
ル
ズ
の
歌
断
片
」、「
レ
ギ
ン
の
歌
」（
竜
の
宝
の
歌
）
お
よ
び
「
シ
グ
ル
ド
リ
ー
ヴ
ァ
の
歌
」（
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
眼
覚
め
）
が
こ
れ
に
属
す
。
第
三
は
十
二
世
紀
以
降
ド
イ
ツ
か
ら
北
欧
に
伝
播
し
た
題
材
で
、
41
「
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
の
冥
府
へ
の
旅
」、「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」（
鳥
の
予
言
）、「
グ
ズ
ル
ー
ン
の
歌
」
が
そ
う
で
あ
る
。
注『
グ
リ
ム
兄
弟
の
蔵
書
』Die
B
ibliothek
der
B
rüder
G
rim
m
の
「
エ
ッ
ダ
」E
dda
の
項
に
は
、
兄
弟
が
収
集
・
活
用
し
た
貴
重
な
文
献
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
本
稿
「
結
語
」
参
照
）
以
上
を
確
認
し
、『
エ
ッ
ダ
』
と
伝
承
文
学
の
関
連
を
、
以
下
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。『
エ
ッ
ダ
』
以
外
の
文
献
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
主
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
そ
の
「
原
註
」、
同
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』D
eutsche
Sagen
（
以
下
、
Ｄ
Ｓ
と
も
略
記
）、
お
よ
び
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
大
著
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』D
eutsche
M
ythologie
（
Ｄ
Ｍ
と
略
記
（
１８
））
を
参
照
す
る
。
第
二
章
白
鳥
乙
女
Schw
anjungfrau
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
所
収
の
「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
以
下
粗
筋
（
１９
））。
ス
ヴ
ィ
ジ
オ
ー
ズ
﹇
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
﹈
に
ニ
ー
ズ
ズ
と
い
う
王
が
い
た
。
彼
に
は
二
人
の
息
子
と
一
人
の
娘
が
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
ン
王
に
ス
ラ
グ
ヴ
ィ
ズ
、
エ
ギ
ル
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
﹇
ド
イ
ツ
名
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
﹈
と
い
う
名
の
三
人
息
子
が
い
た
。
彼
ら
兄
弟
が
狩
り
を
し
て
い
る
と
、
池
の
辺
で
三
人
の
女
が
亜
麻
を
織
っ
て
い
た
。
側
に
は
白
鳥
の
羽
衣
が
置
い
て
あ
っ
た
。
彼
女
ら
は
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
で
、
二
人
は
フ
レ
ズ
ヴ
ェ
ー
ル
﹇
フ
ラ
ン
ク
王
ク
ロ
ド
ヴ
ィ
ヒ
﹈
王
の
娘
フ
ラ
ズ
グ
ズ
・
ス
ヴ
ァ
ン
フ
ヴ
ィ
ー
ト
と
ヘ
ル
ヴ
ォ
ル
・
ア
ル
ヴ
ィ
ト
、
も
う
一
人
は
ヴ
ァ
ル
ラ
ン
ド
﹇
フ
ラ
ン
ス
﹈
の
キ
ャ
ー
ル
﹇
皇
帝
﹈
の
娘
エ
ル
ル
ー
ン
﹇
ド
イ
ツ
名
ア
ラ
ラ
ウ
ン
﹈
で
あ
っ
た
。
兄
弟
た
ち
は
彼
女
ら
を
家
に
連
れ
帰
っ
た
。
エ
ギ
ル
は
エ
ル
ル
ー
ン
を
、
ス
ラ
グ
ヴ
ィ
ズ
は
ス
ヴ
ァ
ン
フ
ヴ
ィ
ー
ト
を
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
は
ア
ル
ヴ
ィ
ト
を
妻
に
し
た
。
彼
ら
は
七
年
間
暮
ら
し
た
が
、
そ
の
後
女
た
ち
は
戦
場
へ
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
。
エ
ギ
ル
と
ス
ラ
グ
ヴ
ィ
ズ
は
妻
を
捜
し
に
出
か
け
た
が
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
は
鍛
冶
を
し
な
が
ら
美
し
い
妻
の
帰
り
を
待
っ
た
。
さ
て
、
ニ
ー
ズ
ズ
王
は
鍛
冶
の
名
人
ヴ
ェ
ル
ン
ド
を
捕
え
て
宝
物
を
奪
い
、
王
妃
の
進
言
で
、
名
人
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
足
の
腱
を
切
り
、
沖
の
島
に
幽
閉
し
、
宝
を
鍛
え
さ
せ
た
。
ニ
ー
ズ
ズ
の
二
人
の
息
子
が
島
に
遊
び
に
来
た
時
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
は
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そ
の
首
を
切
り
、
頭
蓋
か
ら
酒
杯
を
、
眼
か
ら
宝
石
を
造
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
ズ
と
妃
に
送
っ
た
。
ま
た
娘
が
島
に
来
た
際
に
、
彼
女
を
麦
酒
で
酔
わ
せ
て
孕
ま
せ
た
。
こ
う
し
て
恨
み
を
晴
ら
し
た
彼
は
王
の
家
来
に
奪
わ
れ
た
水
か
き
を
取
り
戻
し
、
空
中
に
飛
び
上
が
っ
て
、
島
を
去
っ
た
。
ニ
ー
ズ
ズ
王
は
絶
望
の
淵
に
落
ち
た
。
以
上
が
「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」
で
あ
る
。
前
半
は
世
界
中
で
知
ら
れ
る
羽
衣
伝
説
、
後
半
は
凄
惨
な
復
讐
譚
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
後
半
は
多
く
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
間
に
広
ま
っ
て
い
る
鍛
冶
屋
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
伝
説
の
最
も
詳
し
い
内
容
を
提
供
し
て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
が
、
ヴ
ェ
ル
ン
ト
が
足
の
腱
を
切
ら
れ
る
話
は
、
一
方
で
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
鍛
冶
の
神
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
（
ロ
ー
マ
名
ウ
ル
カ
ヌ
ス
）
を
想
起
さ
せ
る
。
彼
の
場
合
は
、
ゼ
ウ
ス
の
怒
り
を
買
い
、
天
上
か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
て
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
異
説
も
あ
る
）。
ま
た
ヴ
ェ
ル
ン
ト
が
翼
を
つ
け
て
逃
亡
す
る
話
は
、
（
同
じ
く
ギ
リ
シ
ア
神
話
）
ミ
ノ
ス
王
の
も
と
か
ら
翼
を
造
っ
て
脱
出
し
た
工
人
ダ
イ
ダ
ロ
ス
を
彷
彿
さ
せ
る
（
彼
の
息
子
イ
カ
ロ
ス
は
太
陽
に
近
づ
き
過
ぎ
て
翼
の
蝋
が
溶
け
墜
落
死
し
た
）。
レ
ク
ラ
ム
版
『
エ
ッ
ダ
』
の
編
者
Ａ
・
ク
ラ
ウ
ゼ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
２０
）、
以
上
の
類
似
性
に
鑑
み
て
も
、
古
典
古
代
の
題
材
や
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
遥
か
な
昔
、
民
族
大
移
動
の
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
側
か
ら
西
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
僧
院
長
エ
ウ
ギ
ッ
プ
スE
ugippus
は
彼
の
『
聖
セ
ウ
ェ
リ
ヌ
ス
伝
』（
五
一
一
年
頃
）
の
中
で
、
今
日
の
低
部
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
王
妃
ギ
ゾ
ー
が
二
人
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
金
細
工
師
を
捕
え
て
仕
事
を
さ
せ
た
話
を
伝
え
て
い
る
（
２１
）。
細
工
師
た
ち
は
王
子
を
人
質
に
脱
出
に
成
功
し
た
と
言
わ
れ
る
。『
エ
ッ
ダ
』
の
中
の
鍛
冶
屋
ヴ
ェ
ル
ン
ト
の
物
語
に
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
伝
承
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
物
語
は
遅
く
と
も
九
世
紀
に
は
北
欧
で
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
Ｆ
・
グ
レ
ン
ツ
マ
ー
も
こ
れ
を
『
エ
ッ
ダ
』
最
古
の
歌
謡
の
一
つ
に
数
え
て
い
る
（
２２
）。
さ
て
、
羽
衣
伝
説
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
も
有
名
で
あ
る
が
（
２３
）、
中
国
は
六
朝
時
代
（
四
世
紀
）
の
干
宝
﹇
か
ん
ぽ
う
﹈
著
『
捜
神
記
』
に
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
載
っ
て
い
る
（
第
三
五
四
「
鳥
の
女
房
」）（
以
下
要
約
（
２４
））。
新
喩
県
（
江
西
省
）
に
住
む
男
が
、
田
に
六
、
七
人
の
娘
を
見
る
。
み
な
毛
の
衣
を
着
て
鳥
か
人
間
か
分
か
ら
な
い
。
男
は
近
づ
い
て
一
人
の
娘
の
脱
い
で
い
た
毛
の
衣
を
隠
し
、
さ
ら
に
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接
近
す
る
と
、
鳥
た
ち
は
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
残
っ
た
一
羽
を
捕
え
て
、
男
は
家
に
連
れ
帰
り
女
房
に
し
、
三
人
の
娘
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
後
、
女
房
は
父
親
が
隠
し
た
毛
の
衣
の
在
り
処
を
娘
に
尋
ね
さ
せ
、
そ
れ
を
見
つ
け
て
飛
び
去
る
。
時
が
経
ち
、
母
親
は
三
人
の
娘
を
迎
え
に
来
る
。
そ
し
て
皆
は
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
池
や
田
で
水
浴
び
を
す
る
乙
女
、
岸
辺
に
脱
ぎ
置
か
れ
た
鳥
の
羽
、
羽
を
隠
す
こ
と
に
よ
る
妻
の
獲
得
、
一
定
の
期
間
連
れ
添
っ
た
あ
と
、
自
分
の
羽
を
発
見
し
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
妻
。
古
代
中
国
の
伝
説
と
『
エ
ッ
ダ
』
の
物
語
は
酷
似
し
、
い
ず
れ
も
「
白
鳥
乙
女
」
の
基
本
構
造
を
示
し
て
い
る
（
２５
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」
の
乙
女
た
ち
が
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
「（
死
者
を
）
選
ぶ
者
」val−kyrja （２６
）を
意
味
す
る
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
W
alküre
は
、
オ
ー
デ
ィ
ン
に
仕
え
る
武
装
し
た
乙
女
た
ち
で
、
戦
場
で
倒
れ
た
勇
士
を
天
上
の
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
宮
殿
に
導
い
て
ゆ
く
（「
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」
三
六
等
）。
エ
ッ
ダ
に
登
場
す
る
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
も
そ
の
一
人
だ
が
、
彼
女
ら
は
、
換
言
す
れ
ば
、
異
界
の
使
者
で
あ
り
、
人
間
の
運
命
を
決
め
る
（
織
る
）
者
た
ち
で
あ
る
。
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
の
中
で
、
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
に
関
し
て
、「
飛
ぶ
」
才
能
と
「
泳
ぐ
」
才
能
（
白
鳥
）、
そ
し
て
「
予
言
す
る
」＝
「
亜
麻
を
織
る
」（＝
運
命
の
糸
を
織
る
）
役
割
に
特
に
着
目
し
、「
白
鳥
乙
女
」
の
物
語
が
当
時
も
、
北
欧
の
民
間
伝
承
と
し
て
生
き
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
（
２７
）。
『
昔
話
百
科
事
典
』
に
は
さ
ら
に
、
興
味
深
い
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
白
鳥
乙
女
」
タ
イ
プ
の
伝
播
領
域
は
北
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
地
域
と
一
致
し
、
そ
れ
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
、
と
（
２８
）。
白
鳥
の
羽
を
つ
け
て
天
上
の
神
々
の
と
こ
ろ
へ
飛
び
去
っ
て
行
く
乙
女
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
鳥
の
姿
で
異
界
を
旅
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
宗
教
学
者
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
は
そ
の
著
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
２９
）』
の
中
で
、
ア
ル
タ
イ
、
タ
タ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
州
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
「
鳥
類
の
衣
裳
」
を
用
い
る
こ
と
に
触
れ
、
鳥
の
衣
裳
が
「
他
界
へ
の
飛
翔
」
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
宗
教
・
神
話
に
、
北
ア
ジ
ア
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
「
匹
敵
す
る
も
の
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
例
と
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
ンO
din
を
挙
げ
る
（
３０
）。
北
欧
神
話
の
こ
の
主
神
は
、
ル
ー
ン
文
字
の
秘
密
を
知
る
た
め
に
、
風
の
吹
く
樹
木
﹇
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
﹈
に
「
九
夜
の
間
」、
己
の
身
を
捧
げ
て
、
吊
り
下
が
っ
た
が
（「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
箴
言
」
一
三
八
―
一
三
九
（
３１
））、
こ
こ
に
エ
リ
ア
ー
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デ
は
、
シ
ベ
リ
ア
・
シ
ャ
ー
マ
ン
に
も
似
た
一
種
の
「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
」
を
認
め
る
の
で
あ
る
（
３２
）。「
古
代
的
イ
メ
ー
ジ
」
を
示
す
『
エ
ッ
ダ
』
の
こ
の
個
所
は
、
北
ゲ
ル
マ
ン
人
の
異
教
世
界
を
彷
彿
さ
せ
る
と
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
に
も
関
連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、「
様
々
な
文
化
の
影
響
」
が
幾
重
に
も
層
を
成
す
歌
謡
と
し
て
、『
エ
ッ
ダ
』
は
実
に
興
味
深
い
（
レ
ク
ラ
ム
版
『
神
々
の
歌
謡
』「
解
説
（
３３
）」）。
さ
て
、
昔
話M
ärchen
に
し
ば
し
ば
「
異
教
的
な
信
仰
の
痕
跡
（
３４
）」
を
探
っ
た
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
九「
六
羽
の
白
鳥
」Die
sechs
Schw
äne
に
も
「
異
教
的
」
な
も
の
を
感
知
し
た
。
ド
イ
ツ
の
カ
ッ
セ
ル
で
採
集
さ
れ
た
そ
の
昔
話
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
昔
、
あ
る
王
様
が
森
で
狩
り
を
し
て
道
に
迷
っ
て
い
る
と
、
老
婆
﹇
魔
法
使
い
﹈
が
近
寄
っ
て
く
る
。
彼
女
は
自
分
の
娘
を
王
様
の
妃
に
す
れ
ば
、
道
を
教
え
て
や
る
と
言
う
。
王
様
は
美
し
い
が
何
か
ぞ
っ
と
す
る
娘
と
結
婚
す
る
。
彼
は
先
妻
と
の
間
に
六
人
の
息
子
と
一
人
の
娘
が
い
た
が
、
森
の
城
に
彼
ら
を
匿
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
新
妻
は
魔
法
の
シ
ャ
ツ
を
持
っ
て
森
に
出
か
け
、
息
子
た
ち
に
そ
れ
を
投
げ
か
け
る
。
す
る
と
彼
ら
は
白
鳥
に
変
身
し
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
唯
一
人
難
を
免
れ
た
娘
は
王
様
に
そ
れ
を
報
告
す
る
。
そ
し
て
娘
は
森
の
奥
に
兄
弟
を
捜
し
に
行
き
、
丸
木
小
屋
を
発
見
す
る
。
夕
方
、
六
羽
の
白
鳥
が
飛
ん
で
来
て
床
に
下
り
る
と
、
白
鳥
の
皮
が
取
れ
、
兄
た
ち
が
そ
こ
に
い
る
。
彼
ら
は
毎
晩
十
五
分
だ
け
人
間
に
戻
る
の
だ
と
言
う
。
兄
た
ち
は
妹
に
、
六
年
間
の
沈
黙
と
菊
の
花
の
シ
ャ
ツ
制
作
が
彼
ら
を
救
う
方
法
だ
と
語
る
。
そ
の
後
、
別
の
王
様
が
狩
り
の
途
中
で
妹
を
見
初
め
、
彼
女
は
王
妃
と
な
り
、
三
人
の
子
供
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
兄
た
ち
と
の
沈
黙
の
約
束
が
原
因
で
、
姑
に
苛
め
ら
れ
、
あ
わ
や
火
炙
り
の
刑
に
な
る
寸
前
、
六
羽
の
白
鳥
が
飛
ん
で
く
る
。
妃
が
シ
ャ
ツ
を
投
げ
か
け
る
と
、
白
鳥
は
兄
た
ち
に
変
身
す
る
。
妃
は
王
様
に
真
実
を
打
ち
明
け
る
。
今
度
は
姑
が
逆
に
火
刑
と
な
り
、
王
様
と
妃
、
そ
し
て
彼
女
の
兄
弟
た
ち
は
そ
の
後
、
幸
せ
に
暮
ら
す
（
３５
）。
「
六
羽
の
白
鳥
」（
図
版
３
）
へ
の
「
原
註
」
の
中
で
、
グ
リ
ム
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
す
る
。「
こ
の
昔
話
は
至
る
所
で
時
代
の
相
当
な
古
さ
を
示
し
て
い
る
。
七
枚
の
人
間
の
〈
シ
ャ
ツ
〉
は
〈
白
鳥
の
シ
ャ
ツ
〉
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」V
ölundarquida
が
詳
細
に
語
る
べ
き
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
（
３６
）」。
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兄
た
ち
を
救
う
た
め
に
、
六
年
間
、
一
心
不
乱
に
妹
が
編
ん
だ
「
菊
の
シ
ャ
ツ
」
に
、
グ
リ
ム
は
「
白
鳥
乙
女
」
の
シ
ャ
ツ
（＝
羽
）
の
痕
跡
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
鍛
冶
屋
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
妻
と
な
っ
た
ア
ル
ヴ
ィ
トA
lw
it
は
「
異
界
の
存
在
（
３７
）」
を
意
味
す
る
が
、
彼
女
は
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
一
人
で
、
地
上
と
天
上
を
連
絡
す
る
オ
ー
デ
ィ
ン
の
使
者
で
あ
る
。「
六
羽
の
白
鳥
」
に
お
い
て
、
新
妻
に
魔
法
の
シ
ャ
ツ
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
兄
た
ち
は
白
鳥
に
変
身
し
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
、
異
界
へ
の
旅
（＝
死
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
死
の
魔
法
（＝
白
鳥
へ
の
変
身
）
を
解
く
の
は
、
妹
の
必
死
の
願
掛
け
作
業
（＝
「
菊
の
シ
ャ
ツ
」）
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
シ
ャ
ツ
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
、
兄
た
ち
は
白
鳥
か
ら
人
間
に
ふ
た
た
び
変
身
（＝
蘇
生
）
す
る
。
純
真
な
兄
弟
愛
が
邪
悪
な
魔
法
に
打
ち
勝
つ
の
で
あ
る
。
『
ド
イ
ツ
俗
信
辞
典
』H
andw
örterbuch
des
deutschen
A
ber-
glaubens
（
以
下
Ｈ
ｄ
Ａ
と
も
略
記
（
３８
））
に
よ
る
と
、
白
鳥
に
は
、
そ
の
姿
と
色
と
動
き
の
卓
越
し
た
美
し
さ
ゆ
え
に
、
古
来
、
超
自
然
的
な
特
性
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
ア
ポ
ロ
ン
の
、
北
欧
神
話
で
は
ニ
ョ
ル
ズ
の
聖
鳥
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
鳥
に
は
未
来
を
予
知
す
る
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
特
に
己
の
死
が
近
づ
く
と
、
そ
れ
を
予
感
し
て
哀
し
く
美
し
い
最
後
の
歌
を
歌
う
、
と
い
う
伝
承
（
白
鳥
の
歌
）
が
古
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
救
わ
れ
た
魂
は
白
鳥
の
姿
と
な
っ
て
飛
び
去
る
と
も
言
わ
れ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
九
「
六
羽
の
白
鳥
」
に
は
こ
う
し
た
民
間
信
仰
が
背
景
に
息
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
魔
法
の
シ
ャ
ツ
で
白
鳥
に
変
身
し
た
兄
た
ち
は
、
い
わ
ば
仮
死
状
態
で
異
界
に
隠
れ
、
毎
晩
十
五
分
だ
け
妹
に
そ
の
生
存
を
告
げ
、
彼
女
に
よ
る
救
出
の
時
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
は
、
地
上
と
天
上
、
実
生
活
と
異
界
、
人
間
と
白
鳥
と
い
っ
た
二
つ
の
異
次
元
の
世
界
が
時
に
交
わ
り
、
時
に
乖
離
し
て
、
奥
深
い
空
間
を
織
り
成
し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
『
エ
ッ
ダ
』
に
具
現
化
し
た
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
「
無
意
識
で
予
感
的
な
感
情
」（
Ｊ
・
グ
リ
ム
）
が
潜
伏
し
て
い
る
の
か
図版３ ヴァルハラに向かう白
鳥の船
フェスターゲトラント、
スウェーデン
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も
知
れ
な
い
。
第
三
章
鴉
の
会
話
G
espräch
der
R
aben
ド
イ
ツ
中
央
部
の
ヘ
ッ
セ
ン
で
採
集
さ
れ
た
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」D
er
getreue
Johannes （３９
）は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
（
以
下
粗
筋
）。
老
王
が
臨
終
の
床
に
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
を
呼
び
、
廊
下
の
奥
の
部
屋
だ
け
は
王
子
に
覗
か
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
息
を
引
き
取
る
。
若
い
王
は
好
奇
心
か
ら
部
屋
を
開
け
さ
せ
、
黄
金
の
屋
根
の
国
の
王
女
の
立
像
を
見
て
恋
焦
が
れ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
は
商
人
に
変
装
し
、
王
と
共
に
船
に
乗
り
、
王
女
の
国
に
行
き
、
彼
女
を
船
に
乗
せ
国
に
帰
る
。
途
中
、
ヨ
ハ
ネ
ス
は
三
羽
の
鴉
の
会
話
か
ら
、
王
と
王
女
を
待
ち
受
け
る
恐
ろ
し
い
運
命
を
知
る
。
（
一
羽
目
）
王
は
王
女
と
結
婚
は
出
来
な
い
。
二
人
が
上
陸
す
る
と
、
馬
が
来
て
、
王
が
そ
れ
に
跳
び
乗
り
何
処
か
へ
消
え
て
し
ま
う
か
ら
だ
。（
二
羽
目
）
助
か
る
方
法
は
？
（
一
羽
目
）
別
の
男
が
馬
に
跳
び
乗
り
鞍
の
袋
の
ピ
ス
ト
ル
で
馬
を
撃
ち
殺
せ
ば
よ
い
。（
二
羽
目
）
そ
れ
だ
け
で
は
駄
目
だ
。
花
婿
の
新
品
の
下
着
は
硫
黄
と
ピ
ッ
チ
が
織
り
込
ま
れ
王
は
骨
ま
で
焼
か
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。（
三
羽
目
）
助
か
る
方
法
は
？
（
二
羽
目
）
誰
か
が
手
袋
で
そ
の
下
着
を
火
で
燃
や
せ
ば
よ
い
。（
三
羽
目
）
下
着
を
燃
や
し
て
も
無
駄
だ
。
婚
礼
の
あ
と
舞
踏
会
で
妃
が
踊
り
始
め
る
と
、
彼
女
は
倒
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
誰
か
が
妃
の
右
の
乳
房
か
ら
血
を
三
滴
吸
い
出
せ
ば
よ
い
。
最
後
の
予
言
を
阻
止
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
は
王
の
誤
解
を
招
き
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
。
執
行
直
前
、
彼
は
鴉
の
予
言
を
王
に
打
ち
明
け
て
石
と
化
す
。
王
女
と
結
婚
し
た
王
は
双
子
を
儲
け
る
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
を
生
き
返
ら
せ
た
い
。
石
像
の
ヨ
ハ
ネ
ス
が
口
を
き
く
。
王
が
双
子
を
犠
牲
に
捧
げ
れ
ば
自
分
は
生
き
返
る
、
と
。
苦
悩
の
末
、
王
は
双
子
を
犠
牲
に
し
ヨ
ハ
ネ
ス
を
蘇
生
さ
せ
る
。
す
る
と
首
を
切
ら
れ
た
双
子
も
元
ど
お
り
生
き
返
る
。
鳥
言
葉
を
理
解
で
き
た
ヨ
ハ
ネ
ス
が
、
船
上
で
聞
い
た
鴉R
abe
の
会
話
を
契
機
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
急
展
開
す
る
。
昔
話
「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」
に
お
い
て
、
こ
の
会
話
部
分
は
物
語
全
体
に
活
気
あ
る
リ
ズ
ム
を
与
え
て
い
る
。
予
知
能
力
が
こ
の
鳥
類
に
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
観
念
、
す
な
わ
ち
民
間
信
仰
が
、
こ
の
昔
話
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
グ
リ
ム
童
話
か
ら
も
う
一
例
挙
げ
て
み
た
い
。
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Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
七
ａ
「
鴉
」D
ie
K
rähen （４０
）は
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
採
集
さ
れ
た
昔
話
で
あ
る
。（
注
Ｋ
Ｈ
Ｍ
初
版
か
ら
第
四
版
ま
で
所
収
、
第
五
版
以
後
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
七
「
二
人
の
旅
職
人
」D
ie
beiden
W
anderer
と
差
し
替
え
ら
れ
た
。）（
以
下
粗
筋
）
あ
る
と
こ
ろ
に
、
正
直
な
兵
隊
が
い
た
。
働
き
者
で
お
金
を
蓄
え
て
い
た
。
そ
れ
に
眼
を
つ
け
た
悪
い
兵
隊
仲
間
が
彼
に
近
づ
き
、
故
郷
で
金
儲
け
を
し
よ
う
と
言
っ
て
、
町
の
外
に
誘
い
出
し
た
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
二
人
は
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
正
直
な
兵
隊
か
ら
金
を
奪
い
取
り
、
さ
ら
に
両
眼
を
く
り
抜
い
て
絞
首
台
の
柱
に
縛
り
付
け
、
町
へ
引
き
返
し
た
。
盲
目
と
な
っ
た
兵
隊
は
神
様
に
祈
っ
た
。
夜
更
け
に
三
羽
の
鴉K
rähe
が
や
っ
て
来
て
会
話
す
る
。
（
一
羽
目
）
自
分
た
ち
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
人
間
が
知
ら
な
い
の
は
可
哀
そ
う
だ
。
王
様
は
姫
の
病
気
を
治
し
て
く
れ
た
者
に
は
姫
を
嫁
に
や
る
と
約
束
し
て
い
る
が
、
誰
も
そ
れ
が
出
来
な
い
。
池
の
蛙
を
黒
焼
き
に
し
て
そ
の
灰
を
呑
ま
せ
れ
ば
よ
い
の
に
。（
二
羽
目
）
そ
の
通
り
。
今
夜
、
天
か
ら
不
思
議
な
薬
の
露
が
降
り
る
。
盲
人
が
そ
れ
を
眼
に
つ
け
る
と
治
る
の
だ
が
。（
三
羽
目
）
そ
う
だ
。
町
の
井
戸
は
涸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
市
場
の
石
の
下
を
掘
れ
ば
水
が
出
る
。
こ
う
語
っ
て
三
羽
の
鴉
は
飛
び
去
る
。
兵
隊
は
縛
ら
れ
た
紐
を
解
き
、
草
を
数
枚
採
っ
て
、
そ
の
上
の
露
を
眼
に
当
て
る
と
、
ふ
た
た
び
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
池
で
蛙
を
捕
え
て
灰
を
取
り
宮
殿
へ
向
か
い
、
姫
に
灰
を
呑
ま
せ
て
回
復
さ
せ
、
市
場
の
石
の
下
に
井
戸
を
掘
り
当
て
、
姫
と
結
婚
す
る
。
悪
い
兵
隊
た
ち
は
自
分
た
ち
も
絞
首
台
へ
行
け
ば
、
何
か
良
い
こ
と
が
聞
け
る
と
思
い
出
か
け
る
が
、
鴉
た
ち
に
眼
を
突
き
出
さ
れ
顔
を
突
か
れ
て
死
ぬ
。
王
女
を
嫁
に
し
た
兵
隊
は
二
人
の
骸
骨
を
見
つ
け
墓
に
葬
っ
て
や
る
。
右
の
物
語
に
お
い
て
も
、
鴉
の
会
話
が
兵
隊
た
ち
の
運
命
を
急
転
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
た
ち
に
は
人
間
に
は
分
か
ら
な
い
未
来
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」
と
同
様
、
鴉
の
会
話
が
ス
ト
ー
リ
ー
全
体
に
リ
ズ
ム
感
と
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
、〈
鴉
〉
が
登
場
す
る
こ
れ
ら
の
昔
話
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
ま
ず
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」「
原
註
」
で
は
、「
運
命
の
鳥
」Schicksalsvögel
と
し
て
の
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「
鴉
」die
R
aben
に
言
及
し
（
４１
）、
ま
た
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
七
ａ
「
鴉
」「
原
註
」
に
お
い
て
は
こ
う
記
す
。「
こ
こ
で
何
を
す
べ
き
か
を
盲
人
に
語
る
鴉
た
ち
は
、
シ
グ
ル
ズSigurd
に
良
い
忠
告
を
与
え
る
鳥
た
ち
に
似
て
い
る
（「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」Fafnism
ál
参
照
（
４２
））」。
グ
リ
ム
自
身
が
括
弧
内
に
出
典
を
明
示
し
て
い
る
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
（
４３
）」
を
覗
い
て
み
た
い
。
主
人
公
シ
グ
ル
ズ
（
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
）
は
養
父
で
鍛
冶
屋
の
レ
ギ
ン
に
唆
さ
れ
て
、
大
蛇
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
（
レ
ギ
ン
の
兄
）
を
剣
で
殺
し
、
そ
の
心
臓
を
切
り
取
り
炙
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、
火
傷
し
て
指
を
口
に
し
た
途
端
、
彼
は
鳥
の
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
藪
で
囀
る
四
十
雀
﹇
し
じ
ゅ
う
か
ら
﹈
た
ち
の
会
話
か
ら
重
要
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
（
４４
）。
一
部
引
用
し
て
み
る
。
「
あ
そ
こ
に
レ
ギ
ン
は
横
に
な
っ
て
思
案
し
て
い
る
よ
。
信
じ
切
っ
て
い
る
若
者
を
罠
に
か
け
よ
う
と
思
っ
て
。
あ
の
禍
い
の
鍛
冶
屋
は
怒
っ
て
、
い
つ
わ
り
の
こ
と
ば
を
よ
せ
集
め
、
兄
の
復
讐
を
遂
げ
る
つ
も
り
な
の
だ
よ
」
「
あ
の
老
い
ぼ
れ
賢
者
の
首
を
刎
ね
て
冥
府
へ
や
っ
て
し
ま
っ
た
ら
い
い
の
に
な
。
そ
う
し
た
ら
、
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
守
っ
て
い
る
莫
大
な
黄
金
は
全
部
独
り
占
め
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
」
（
谷
口
幸
男
訳
（
４５
））
七
羽
の
四
十
雀
た
ち
は
こ
う
し
て
次
々
に
会
話
を
交
わ
す
。
右
の
文
章
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
中
世
の
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
の
遥
か
な
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
物
語
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
属
し
て
い
る
。
大
蛇＝
竜
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
焼
き
汁
を
口
に
し
た
シ
グ
ル
ズ
は
、
一
瞬
で
、
鳥
の
言
葉
を
理
解
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
四
十
雀M
eise
が
こ
こ
で
は
会
話
を
す
る
の
だ
が
、
先
に
見
た
グ
リ
ム
童
話
「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」
と
「
鴉
」
で
は
、〈
鴉
〉
R
abe/K
rähe
が
人
間
の
運
命
を
予
知
す
る
（「
大
型
の
烏
」R
abe
と
「
中
型
の
鴉
」K
rähe
は
物
語
の
中
で
は
し
ば
し
ば
区
別
さ
れ
な
い
（
４６
））。
実
は
、
こ
の
鴉
も
『
エ
ッ
ダ
』
に
縁
の
深
い
鳥
で
あ
る
。
鴉
は
、
古
来
、
そ
の
黒
い
色
や
腐
肉
を
貪
る
習
性
も
あ
っ
て
、
一
般
に
、
そ
の
不
気
味
さ
が
忌
み
嫌
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
反
面
、
賢
さ
が
し
ば
し
ば
尊
ば
れ
る
鳥
で
も
あ
っ
た
（
４７
）。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
、
鴉
は
ア
ポ
ロ
ン
の
聖
鳥
で
あ
り
、
北
欧
神
話
で
は
オ
ー
デ
ィ
ン
の
や
は
り
聖
鳥
で
あ
っ
た
（
４８
）。『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』「
グ
リ
ー
ム
ニ
ル
の
歌
」（
二
〇
）
を
引
用
し
な
が
ら
、『
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
』「
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」
は
鴉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
（
図
版
４
）。
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「
二
羽
の
鴉
が
彼
﹇
オ
ー
デ
ィ
ン
﹈
の
肩
に
と
ま
り
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
す
べ
て
を
彼
の
耳
に
告
げ
る
。
鴉
の
名
は
フ
ギ
ン
と
ム
ニ
ン
で
あ
る
。
夜
が
明
け
る
と
、
オ
ー
デ
ィ
ン
は
、
世
界
中
を
飛
び
回
る
よ
う
に
、
彼
ら
を
送
り
出
す
。
す
る
と
朝
食
時
に
彼
ら
は
帰
っ
て
来
る
。
オ
ー
デ
ィ
ン
は
彼
ら
か
ら
様
々
な
情
報
を
聞
く
。
そ
の
た
め
人
は
オ
ー
デ
ィ
ン
を
鴉
神
と
呼
ぶ
。
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
通
り
に
。
〈
フ
ギ
ン
と
ム
ニ
ン
は
毎
日
、
雄
大
な
地
上
を
飛
び
渡
る
私
は
フ
ギ
ン
が
心
配
だ
戻
っ
て
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
し
か
し
私
は
さ
ら
に
ム
ニ
ン
を
気
遣
う
（
４９
）〉」
鴉
フ
ギ
ンH
uginn
は
古
ノ
ル
ド
語hugi＝
G
edanke
「
思
考
」
に
、
ム
ニ
ンM
unnin
は
古
ノ
ル
ド
語m
una＝
sich
erinnern
「
記
憶
す
る
」
に
由
来
す
る
（
５０
）。
オ
ー
デ
ィ
ン
は
ま
さ
し
く
「
思
考
」
と
「
記
憶
」
と
い
う
強
力
な
お
供
を
従
え
た
北
欧
神
話
の
主
神
な
の
で
あ
る
。
こ
の
主
神
は
一
方
で
、「
軍
勢
の
父
」と
し
て
、
ゲ
リG
eri
と
フ
レ
キFreki
（「
貪
欲
」
の
意
）
と
い
う
二
匹
の
狼
に
餌
を
与
え
己
の
従
者
と
し
て
い
る
（「
グ
リ
ー
ム
ニ
ル
の
歌
」
一
九
）。
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
の
中
で
こ
う
解
説
す
る
。
「
野
鳥
の
頂
点
に
は
鷲
が
王
者
と
し
て
君
臨
す
る
。
ゼ
ウ
ス
の
使
者
で
あ
る
。
我
々
の
動
物
寓
話
に
お
い
て
は
、
鴉
が
狼
と
狐
両
方
の
役
割
を
引
き
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
鴉
は
前
者
﹇
狼
﹈
の
貪
欲
さ
と
後
者
﹇
狐
﹈
の
賢
さ
を
有
し
て
い
る
の
だ
。
二
匹
の
狼
と
同
様
、
二
羽
の
鴉
、〈
フ
ギ
ン
〉
と
〈
ム
ニ
ン
〉
は
、
オ
ー
デ
ィ
ン
に
図版４ オーディンの印、鴉とイルミン柱を持つ王
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絶
え
ず
付
き
従
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
名
前
は
思
考
力
と
記
憶
を
表
し
て
い
る
。
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
関
す
る
情
報
を
彼
の
許
に
運
ん
で
く
る
」（
第
二
十
一
章
（
５１
））。
ヤ
ー
コ
プ
は
鴉
と
い
う
鳥
類
に
「
貪
欲
」
と
「
賢
さ
」
両
方
の
性
格
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
一
節
に
関
連
し
て
、
興
味
深
い
注
釈
を
加
え
る
。「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
あ
る
昔
話
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
一
羽
の
鴉
を
飼
っ
て
い
る
。
そ
の
鴉
は
物
知
り
で
、
家
に
帰
っ
て
来
る
時
に
は
、
飼
い
主
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
く
れ
る
（
５２
）」。
ヤ
ー
コ
プ
は
さ
ら
に
、「
人
間
の
運
命
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
ま
た
予
言
す
る
」
鳥
と
し
て
鴉
を
挙
げ
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
七
の
中
で
、
鴉
が
盲
人
に
眼
の
入
手
方
法
を
教
え
て
く
れ
る
場
面
を
紹
介
す
る
（
５３
）。
以
上
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
鴉
は
北
欧
神
話
や
ド
イ
ツ
の
昔
話
の
中
で
、
様
々
な
情
報
を
も
た
ら
す
貴
重
な
鳥
と
し
て
活
躍
す
る
。
そ
し
て
わ
が
国
に
お
い
て
も
こ
の
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
柳
田
國
男
著
『
日
本
の
昔
話
』
か
ら
一
例
を
引
い
て
み
た
い
。
陸
中
﹇
岩
手
県
﹈
上
閉
伊
郡
の
有
名
な
「
聴
耳
頭
巾
」
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
（
以
下
要
約
、〈
〉
部
分
は
引
用
）。
昔
、
奥
州
の
在
所
に
一
人
の
貧
し
い
爺
が
い
た
。
氏
神
の
稲
荷
様
に
お
供
え
も
出
来
ず
に
い
る
と
、
氏
神
は
運
を
授
け
よ
う
と
、
爺
に
被
る
と
鳥
や
獣
の
言
葉
が
分
か
る
宝
頭
巾
を
く
れ
る
。
爺
が
街
道
の
樹
の
下
で
休
ん
で
い
る
と
、
浜
と
国
中
か
ら
一
羽
ず
つ
烏
﹇
か
ら
す
﹈
が
飛
ん
で
来
て
、
そ
の
木
の
枝
に
と
ま
る
。
爺
は
早
速
、
聴
き
耳
頭
巾
を
試
す
。
烏
た
ち
の
会
話
が
聞
こ
え
る
。
浜
の
烏
が
語
る
。
浜
の
村
の
長
者
が
五
、
六
年
前
に
土
蔵
を
建
て
た
時
、
屋
根
の
板
の
下
に
一
匹
の
蛇
が
釘
で
打
ち
付
け
ら
れ
て
半
死
半
生
に
な
っ
た
。
雌
の
蛇
が
食
べ
物
を
運
ん
で
生
き
て
い
る
が
、
そ
の
時
か
ら
、
長
者
の
娘
が
長
患
い
し
て
い
る
。
〈
人
間
と
い
う
者
は
な
さ
け
な
い
者
で
、
少
し
も
そ
れ
を
覚
ら
な
い
〉。
国
中
の
鳥
も
そ
の
通
り
だ
と
言
っ
て
二
羽
は
飛
び
去
る
。
爺
は
八
卦
に
扮
し
て
長
者
の
家
に
出
か
け
、
烏
か
ら
聴
い
た
通
り
に
、
蛇
を
助
け
出
す
。
長
者
の
娘
は
回
復
し
、
爺
は
お
礼
に
三
百
両
も
ら
っ
て
金
持
ち
に
な
る
。
氏
神
様
の
お
宮
を
建
て
直
し
お
供
え
し
、
ま
た
旅
に
出
る
。
大
木
の
下
で
休
ん
で
い
る
と
、
西
と
東
か
ら
烏
が
飛
ん
で
来
て
、
世
間
話
を
始
め
る
。
﹇
以
下
、
同
様
に
し
て
爺
は
聴
耳
頭
巾
を
用
い
て
、
長
者
の
病
気
を
治
し
お
礼
を
も
ら
う
（
５４
）﹈。
グ
リ
ム
童
話
「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」
と
「
鴉
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
日
本
の
こ
の
昔
話
に
お
い
て
も
、
鴉
が
人
間
の
運
命
を
予
知
し
て
い
51
る
。
し
か
も
、〈
人
間
と
言
う
者
は
な
さ
け
な
い
者
で
、
少
し
も
そ
れ
を
覚
ら
な
い
〉
と
、
人
知
の
限
界
を
鴉
が
歎
い
て
い
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
七
ａ
の
中
で
、
鴉
た
ち
が
人
間
の
無
知
を
憐
れ
ん
で
い
た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
奥
義
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
鳥
の
言
葉
が
分
か
る
、
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
昔
か
ら
人
々
を
魅
了
し
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
グ
リ
ム
童
話
「
三
つ
の
言
葉
」D
ie
drei
Sprachen
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
三
（
５５
））
に
も
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。
詳
細
は
措
く
が
、
ス
イ
ス
南
部
の
オ
ー
バ
ー
ヴ
ァ
リ
ス
の
昔
話
で
、
グ
リ
ム
は
「
原
註
」
の
中
で
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
中
世
の
ロ
ー
マ
教
皇
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
二
世
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
（
５６
））。
時
代
的
に
は
、『
エ
ッ
ダ
』
成
立
の
頃
で
あ
る
。
日
本
で
も
柳
田
國
男
が
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
三
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
昔
話
の
東
西
比
較
研
究
「
鳥
言
葉
の
昔
話
」（『
昔
話
と
文
学
』
所
収
）
を
発
表
し
て
い
る
（
５７
）。
ド
イ
ツ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
Ｔ
・
ベ
ン
フ
ァ
イ
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
族
学
者
Ｊ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
口
承
文
芸
学
者
Ａ
・
ア
ー
ル
ネ
の
業
績
を
踏
ま
え
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
、
そ
し
て
緻
密
な
名
論
文
で
あ
る
（
５８
）。
以
上
、
多
く
の
関
心
を
呼
ん
だ
「
鳥
言
葉
」
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
鴉
は
様
々
な
民
族
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
現
代
に
お
い
て
も
、
鴉
は
人
間
社
会
に
身
近
な
鳥
類
で
あ
る
。
遥
か
な
神
話
の
古
層
に
潜
む
鴉
と
も
ど
も
、
こ
の
鳥
類
に
対
す
る
我
々
の
興
味
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
第
四
章
竜
退
治
D
rachenkam
pf
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」
に
つ
い
て
は
、〈
鳥
言
葉
〉
と
の
関
連
で
す
で
に
触
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
歌
は
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
竜
﹇
ド
ラ
ゴ
ン
﹈
退
治
モ
テ
ィ
ー
フ
の
北
欧
タ
イ
プ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ
る
（
以
下
要
約
）。
若
武
者
シ
グ
ル
ズ
は
、
養
父
レ
ギ
ン
（
鍛
冶
屋
）
に
け
し
か
け
ら
れ
て
、
大
蛇
（＝
竜
）
の
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
を
殺
す
べ
く
、
そ
の
水
呑
み
場
へ
向
か
い
、
途
中
に
穴
を
掘
る
。
黄
金
を
守
る
竜
が
そ
こ
に

い
進
ん
で
き
た
時
、
彼
は
そ
の
心
臓
を
剣
で
刺
し
貫
く
。
瀕
死
の
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
は
、
裏
切
り
者
の
レ
ギ
ン
（
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
弟
）
は
シ
グ
ル
ズ
を
も
裏
切
る
だ
ろ
う
と
52
告
げ
て
死
ぬ
。
隠
れ
て
い
た
レ
ギ
ン
が
現
れ
、
竜
の
心
臓
を
切
り
取
っ
て
自
分
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
と
言
う
。
心
臓
が
炙
り
上
が
っ
た
か
ど
う
か
試
し
た
際
、
シ
グ
ル
ズ
は
指
を
火
傷
し
、
そ
れ
を
口
に
入
れ
た
途
端
、
鳥
の
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
四
十
雀
﹇
し
じ
ゅ
う
か
ら
﹈
の
会
話
を
耳
に
す
る
。
鳥
た
ち
の
話
か
ら
シ
グ
ル
ズ
は
、
レ
ギ
ン
が
彼
を
殺
し
て
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
莫
大
な
黄
金
を
一
人
占
め
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
若
武
者
は
レ
ギ
ン
の
首
を
刎
ね
、
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
心
臓
を
食
べ
、
さ
ら
に
四
十
雀
の
言
葉
か
ら
、
火
に
取
り
巻
か
れ
た
山
の
上
の
館
に
、
一
人
の
絶
世
の
美
女
、
戦
い
の
乙
女
シ
グ
ル
ド
リ
ー
ヴ
ァ
﹇
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
﹈
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
シ
グ
ル
ズ
は
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
棲
家
に
行
き
、
黄
金
と
宝
物
を
見
つ
け
、
愛
馬
グ
ラ
ニ
の
背
に
そ
れ
ら
を
積
む
（
５９
）。
以
上
「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」
の
ド
ラ
ゴ
ン
退
治
（
図
版
５
）
は
、
竜
が
秘
蔵
す
る
黄
金
の
獲
得
と
結
び
つ
い
た
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
シ
グ
ル
ズ＝
ジ
ー
フ
リ
ト
（＝
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
）
の
武
勇
を
歌
う
ド
イ
ツ
中
世
の
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
D
as
N
ibelungenlied
（
一
二
〇
〇
年
頃
）
の
竜
退
治
の
個
所
を
覗
図版５ ジークフリートと竜の戦い
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い
て
み
た
い
。
N
och
w
eiz
ich
an
im
m
e¯re,daz
m
ir
ist
bekant.
einen
lintrachen
den
sluoc
des
heldes
hant.
er
badet’sich
in
dem
bluote
:sı¯n
hút
w
art
húrnı¯n.
des
snı¯det
in
kein
w
ãfen
;daz
ist
dicke
w
orden
scı¯n.
そ
の
ほ
か
に
も
私
は
あ
の
男
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
の
勇
士
は
あ
る
時
竜
を
も
退
治
し
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
血
を
全
身
に
浴
び
て
、
そ
の
た
め
肌
が
不
死
身
の
甲
羅
と
化
し
た
の
で
す
。
ど
ん
な
武
器
も
彼
を
傷
つ
け
得
な
い
こ
と
が
度
々
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
歌
章
（
一
〇
〇
―
一
〇
三
行
）（
相
良
守
峯
訳
（
６０
））
右
の
一
節
は
、
ブ
ル
ゴ
ン
ト
の
国
に
美
し
い
姫
が
い
る
と
い
う
噂
を
聞
い
て
ウ
ォ
ル
ム
ス
の
都
に
乗
り
込
ん
で
来
た
ニ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
英
雄
ジ
ー
フ
リ
ト
に
関
し
て
、
グ
ン
テ
ル
王
の
家
来
、
豪
傑
の
ト
ロ
ゲ
ネ
の
ハ
ゲ
ネ
が
語
る
場
面
で
あ
る
。
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
宝
を
手
に
入
れ
、
小
人
ア
ル
ブ
リ
ー
ヒ
か
ら
隠
れ
蓑
を
奪
い
取
っ
た
異
国
の
英
雄
は
、
竜
退
治
も
成
し
遂
げ
ま
し
た
、
と
ハ
ゲ
ネ
は
王
に
告
げ
る
。『歌
謡
エ
ッ
ダ
』「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」
で
は
、
竜
退
治
と
宝
物
の
獲
得
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
竜
の
血
を
浴
び
た
英
雄
の
肌
が
不
死
身
の
甲
羅＝
角
質
と
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
英
雄
（
シ
グ
ル
ズ
、
ジ
ー
フ
リ
ト
）
の
ド
ラ
ゴ
ン
退
治
は
、
伝
承
に
よ
っ
て
重
点
が
異
な
る
の
で
あ
る
。『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
で
は
、
竜
の
「
血
」bluot
（B
lut
）
が
「
角
質
」hurnı¯n
（H
orn-
haut
）
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
が
―
角
質
と
な
ら
な
か
っ
た
（＝
弱
点
と
な
っ
た
）
背
中
の
中
心
と
も
ど
も
―
そ
の
後
の
物
語
の
展
開
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
中
世
末
期
の
民
衆
本
『
不
死
身
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』
の
題
名
と
も
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
詳
し
く
そ
れ
に
触
れ
る
前
に
、「
竜
」
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
の
右
の
一
節
で
用
い
ら
れ
た
「
竜
」
の
原
語
はlintrache
で
あ
る
。
こ
れ
はlint＝
Schlange
「
蛇
」
と
trache＝
D
rache
「
竜
」（Lexer （６１
））
の
複
合
語
で
、
半
ば
「
蛇
」
半
ば
「
竜
」
の
空
想
上
の
動
物
で
あ
る
が
（
６２
）、
こ
の
「
竜
」D
rache
に
つ
い
て
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
の
中
で
次
の
よ
54
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
蛇
は
大
地
を

い
、
そ
こ
に
と
ぐ
ろ
を
巻
く
が
、
自
由
に
翼
が
使
え
る
と
、
そ
れ
は
竜drache
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
語
のdraco
、
ギ
リ
シ
ア
語
のdrakoon
に
由
来
し
、
す
で
に
初
期
か
ら
導
入
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
古
高
ド
イ
ツ
語traccho
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
語draca
、
古
ノ
ル
ド
語dreki
、
セ
ー
ム
ン
ド
の
エ
ッ
ダ
﹇『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』﹈
は
一
度
だ
けdreki
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は
、orm
r
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
語
のvyrm
、
古
高
ド
イ
ツ
語
のw
urm
、
ゴ
ー
ト
語
vaúrm
s
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
よ
り
一
般
的
に
、
蛇
の
概
念
を
含
ん
で
い
る
（
６３
）」。
以
上
か
ら
、
新
高
ド
イ
ツ
の「
竜
」に
はD
rache
あ
る
い
はLind-
w
urm
（
怪
物
の
大
蛇
）
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
二
一
六
番
「
竜
の
お
出
ま
し
」D
er
D
rache
fährt
aus
と
二
一
九
番
「
竜
洞
」D
as
D
rachenloch
で
はD
rache
が
、
ま
た
二
一
七
番
「
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
毒
竜
」W
inkelried
und
der
Lindw
urm
と
二
一
八
番
「
泉
に
住
む
毒
竜
」D
er
Lind-
w
urm
am
B
runnen
で
はLindw
urm
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
古
ノ
ル
ド
語orm
r
は
「
蛇
」Schlange
を
意
味
し
（
６４
）、
新
高
ド
イ
ツ
語
のW
urm
は
（
足
や
羽
の
な
い
）「
虫
」
の
他
、
前
記Lindw
urm
に
も
用
い
ら
れ
る
。
ヤ
ー
コ
プ
が
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、「
翼
」
flügel
﹇
ヤ
ー
コ
プ
の
表
記
﹈（＝
Flügel
）
が
あ
る
否
か
が
、
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
二
語
の
分
か
れ
目
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ヤ
ー
コ
プ
は
右
の
記
述
の
あ
と
、「
竜
」D
rache
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。「
さ
て
、
英
雄
の
仕
事
は
、
巨
人
同
様
、
あ
る
程
度
そ
れ
と
同
一
視
さ
れ
て
も
い
る
竜drachen
を
世
界
か
ら
根
絶
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
ー
ル
自
身
、
巨
大
な
ミ
ズ
ガ
ル
ズ
と
戦
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
、
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
は
、
こ
の
上
な
く
勇
敢
な
ド
ラ
ゴ
ン
征
服
者
と
し
て
立
っ
て
い
る
（
６５
）」。
北
欧
神
話
の
ト
ー
ルT
ho¯rr
は
ア
ー
ス
神
族
最
強
の
神
で
、
ゲ
ル
マ
ン
神
話
の
ド
ナ
ーD
onar
に
相
当
し
、
世
界
を
取
り
巻
く
大
洋
に
棲
む
大
蛇
〈
ミ
ズ
ガ
ル
ズ
〉m
id －gard －sorm
を
打
ち
倒
す
が
、
自
ら
も
、
大
蛇
の
毒
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
。
ジ
ー
ク
ム
ン
トSieg-
m
und
（Sigm
und
）
は
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
に
登
場
す
る
ニ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ト
の
王
で
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
トSiegfried
（Sigurd
）
の
父
で
あ
る
。
彼
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
を
舞
台
に
し
た
古
英
語
の
叙
事
詩
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』B
eow
urf
の
中
で
は
、
巨
人
や
竜
を
退
治
し
た
英
雄
の
姿
で
登
場
す
る
（
６６
）。
そ
し
て
ベ
ー
オ
ウ
ル
フB
eovulf
（＝
B
eow
ulf
）
は
、
同
名
の
叙
事
詩
の
主
人
公
で
、
宝
を
守
る
竜
を
退
治
す
る
（
第
三
十
一
節
以
下
（
６７
））。『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
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「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
宝
と
竜
退
治
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
が
（
６８
）、
中
世
ド
イ
ツ
の
伝
承
に
は
、
宝
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
は
別
に
、
竜
退
治
と
関
連
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
テ
ー
マ
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
乙
女
（
姫
）
の
救
出
で
あ
る
。
前
述
の
民
衆
本
『
不
死
身
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』H
istorie
von
dem
gehörnten
Siegfried （６９
）は
、
一
七
〇
〇
年
頃
に
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
と
は
、
あ
る
意
味
、
対
照
的
な
作
品
で
あ
る
。『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
で
は
、
先
の
引
用
で
見
た
よ
う
に
、
竜
と
の
戦
闘
場
面
が
ほ
ん
の
四
行
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
風
に
扱
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、『
不
死
身
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』
は
む
し
ろ
そ
れ
を
主
題
と
す
る
。
若
き
主
人
公
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
森
で
竜
を
退
治
し
、
そ
の
血
を
浴
び
て
「
不
死
身
」
＝
「
角
質
」gehörnt
と
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
他
の
竜
と
戦
う
。
彼
は
騎
士
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
ラ
イ
ン
河
畔
の
ヴ
ォ
ル
ム
ス
へ
赴
く
。
ギ
バ
ル
ド
ゥ
ス
王
に
歓
迎
さ
れ
る
が
、
あ
る
日
、
王
の
麗
し
い
姫
が
飛
ん
で
き
た
竜
に
襲
わ
れ
、
山
の
彼
方
の
巣
岩
に
攫
わ
れ
る
。
以
下
、
物
語
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
に
よ
る
姫
の
救
出
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
竜
か
ら
の
姫
の
救
出
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
に
も
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
に
も
な
か
っ
た
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
伝
説
の
今
一
つ
の
局
面
を
示
し
て
い
る
が
、
竜
に
纏
わ
る
物
語
と
し
て
は
、
実
は
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
も
の
に
属
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
、
あ
る
い
は
聖
者
伝
に
そ
の
祖
型
は
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
に
来
て
、
ケ
ー
ペ
ウ
ス
王
の
娘
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
が
海
の
怪
物
（
絵
画
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
の
姿
）（
図
版
６
（
７０
））
の
生
贄
と
し
て
岩
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
す
る
。
彼
女
の
母
が
、
海
の
ニ
ン
フ
よ
り
も
己
の
方
が
美
し
い
と
誇
っ
て
海
神
の
怒
り
を
買
い
、
国
に
災
難
が
起
こ
っ
た
た
め
、
ア
ン
モ
ン
神
の
神
託
に
よ
っ
て
、
娘
の
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
が
怪
物
の
生
贄
に
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
姫
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
た
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
、
彼
女
と
の
結
婚
を
条
件
に
、
怪
物
を
退
治
し
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を
解
放
す
る
（
ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
第
二
巻
／
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
転
身
物
語
』
第
四
巻
（
７１
））。
中
世
の
聖
者
伝
に
お
い
て
も
竜
退
治
の
物
語
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネJacobus
de
Voragine
（
一
二
三
〇
頃
―
一
二
九
八
年
）
の
『
黄
金
伝
説
』Legenda
aurea （７２
）の
「
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
」
伝
の
内
容
は
こ
う
で
あ
る
（
図
版
７
）。
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図版６ ウテヴァール「ペルセウスとアンドロメダ」
１６１１年
57
図版７ ティントレット「竜を退治する聖ゲオルギウス」
１５５０年代後半
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カ
ッ
パ
ド
キ
ア
出
身
の
騎
士
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
が
リ
ビ
ュ
ア
の
町
を
訪
れ
た
と
き
、
住
民
た
ち
が
近
く
の
湖
に
棲
む
毒
竜
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
。
人
々
は
籤
引
き
で
、
毎
日
人
間
一
人
と
羊
一
頭
を
人
身
御
供
に
捧
げ
た
が
、
遂
に
王
の
一
人
娘
の
番
に
な
る
。
一
週
間
の
猶
予
の
あ
と
、
王
女
は
竜
の
棲
む
湖
に
向
か
う
。
偶
然
そ
こ
に
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
が
馬
で
通
り
か
か
り
、
王
女
か
ら
事
情
を
聴
く
。
そ
こ
に
竜
が
現
れ
、
騎
士
は
十
字
を
切
っ
て
長
槍
で
怪
物
を
倒
す
。
人
々
に
洗
礼
を
受
け
さ
せ
た
あ
と
、
彼
は
剣
で
竜
を
殺
し
、
お
礼
に
差
し
出
さ
れ
た
財
宝
を
貧
者
に
分
配
し
町
を
立
ち
去
る
（
７３
）。
竜
退
治
の
テ
ー
マ
は
昔
話
で
も
好
ま
れ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
六
〇
番
「
二
人
兄
弟
」D
ie
zw
ei
B
rüder
や
一
二
九
番「
腕
利
き
四
人
兄
弟
」Die
vier
kunstreichen
B
rüder
が
そ
の
例
だ
が
、
前
者
を
覗
い
て
み
た
い
。「
二
人
兄
弟
」
の
粗
筋
に
つ
い
て
は
、
本
稿
（
１
）「
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
」
で
す
で
に
紹
介
し
た
の
で
（
本
誌
第
二
一
六
号
）、
こ
こ
で
は
竜
退
治
の
部
分
を
見
る
こ
と
に
す
る
（
以
下
粗
筋
）。
狩
人
の
許
で
育
っ
た
二
人
兄
弟
は
、
森
を
出
て
別
れ
、
弟
は
都
へ
向
か
う
。
喪
中
の
布
が
か
か
っ
て
い
る
。
宿
の
主
人
に
聞
く
と
、
王
様
の
一
人
娘
が
死
ぬ
運
命
に
あ
る
と
言
う
。
都
の
外
の
高
山
に
棲
む
竜
が
毎
年
、
処
女
を
犠
牲
に
要
求
し
、
今
回
は
姫
が
人
身
御
供
に
な
る
の
だ
、
と
。
翌
朝
、
弟
は
仲
間
の
動
物
を
連
れ
て
山
に
行
く
。
教
会
が
あ
り
、
祭
壇
に
杯
が
三
つ
置
い
て
あ
る
。
そ
れ
を
飲
み
干
し
た
者
は
地
上
最
強
と
な
り
、
入
口
の
閾
の
前
に
埋
め
ら
れ
た
剣
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
姫
が
人
身
御
供
と
な
る
時
刻
が
近
づ
き
、
弟
は
姫
を
教
会
に
匿
う
。
そ
こ
に
頭
が
七
つ
あ
る
竜
が
現
れ
る
。
火
炎
を
吐
き
な
が
ら
襲
っ
て
く
る
竜
の
頭
を
、
弟
は
三
つ
ず
つ
切
り
落
と
す
。
さ
ら
に
跳
び
か
か
っ
て
来
る
竜
の
尻
尾
を
切
っ
て
弟
は
力
尽
き
る
が
、
動
物
た
ち
が
代
わ
り
に
ド
ラ
ゴ
ン
を
引
き
裂
く
。
弟
は
七
つ
の
頭
か
ら
舌
を
切
り
取
り
、
証
拠
と
し
て
王
の
許
に
持
参
す
る
（
７４
）。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
〇
へ
の
「
原
註
」
の
中
で
、
グ
リ
ム
は
こ
う
記
す
。
「
そ
れ
か
ら
〈
竜
か
ら
の
乙
女
の
解
放
〉die
B
efreiung
der
Jung-
frau
vom
D
rachen
が
続
く
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
歌
謡
で
は
ク
リ
エ
ム
ヒ
ル
ト
の
そ
れ
だ
が
、
北
欧
の
も
の
で
は
炎
の
壁
を
跳
び
越
え
る
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
彼
は
彼
女
を
手
に
入
れ
る
。
し
か
し
彼
は
ふ
た
た
び
彼
女
か
ら
別
れ
る
、
ち
ょ
う
ど
シ
グ
ル
ズ
が
59
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
か
ら
別
れ
た
よ
う
に
」（〈
〉
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
体
（
７５
））。
「
竜
か
ら
の
乙
女
の
解
放
」
と
グ
リ
ム
が
記
し
て
い
る
の
は
、
前
記
民
衆
本
で
は
な
く
、
韻
文
に
よ
る
『
不
死
身
﹇
角
質
﹈
の
ザ
イ
フ
リ
ー
ト
の
歌
』D
as
Lied
vom
hürnen
Seyfried
（
十
六
世
紀
）
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
（
７６
）。
グ
リ
ム
は
そ
れ
を
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
に
お
け
る
シ
グ
ル
ズ
と
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
の
出
会
い
の
場
面
に
重
ね
る
。
英
雄
は
炎
の
垣
根
を
超
え
て
美
女
の
許
へ
辿
り
つ
く
。
炎
は
竜
に
譬
え
ら
れ
て
い
る
（「
シ
グ
ル
ド
リ
ー
ヴ
ァ
の
歌
」、「
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
の
冥
府
へ
の
旅
（
７７
）」）。
と
も
あ
れ
、
竜
退
治
の
テ
ー
マ
が
乙
女
（
姫
）
の
救
出
と
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
伝
説
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
中
世
の
聖
者
伝
の
系
譜
に
連
な
る
と
同
時
に
、
昔
話
﹇
メ
ル
ヘ
ン
﹈
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
も
内
密
に
結
び
付
く
の
で
あ
る
。
竜
退
治
に
関
連
し
て
、
最
後
に
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
興
味
深
い
見
解
を
紹
介
し
た
い
。
代
表
論
文
の
一
つ
『
古
代
ド
イ
ツ
文
学
の
成
立
と
そ
の
北
欧
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
』Ü
ber
die
E
ntstehung
der
altdeutschen
Poesie
und
ihr
Verhältnis
zu
der
nordischen （７８
）の
中
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
言
う
。
北
欧
文
学
と
ド
イ
ツ
文
学
の
関
係
を
探
る
た
め
に
は
、
最
初
期
の
時
代
に
遡
る
必
要
が
あ
る
。
歴
史
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
北
欧
の
住
民
は
ゲ
ル
マ
ン
人
と
同
じ
起
源
を
も
つ
」
か
ら
だ
、
と
し
て
彼
は
続
け
る
。「
ア
ジ
ア
か
ら
発
し
、
ロ
シ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
を
通
り
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
ユ
ト
ラ
ン
ド
（
ユ
ラ
ン
）
と
シ
ェ
ラ
ン
を
通
っ
て
、
そ
の
民
族
は
北
方
の
国
、
小
人
た
ち
が
と
ほ
う
も
な
い
宝
を
山
の
中
で
守
り
、
龍
が
黄
金
の
上
に
横
た
わ
っ
て
、
そ
れ
を
保
護
し
て
い
る
国
へ
と
や
っ
て
き
た
。
神
話
に
深
く
根
付
い
て
い
て
、
多
様
な
形
態
を
と
る
、
北
欧
の
富
に
つ
い
て
の
こ
の
信
仰
が
、
ふ
た
た
び
現
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
富
の
神
が
住
ん
で
い
る
、
ふ
し
ぎ
な
山
メ
ル
に
つ
い
て
の
イ
ン
ド
人
の
伝
説
が
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
へ
行
き
先
を
む
け
た
、
と
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
報
告
し
て
い
る
の
も
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
」
（
谷
口
幸
男
訳
（
７９
））。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
こ
の
論
文
を
発
表
し
た
の
は
一
八
〇
八
年
だ
が
、
そ
れ
は
右
の
文
章
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
（
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
）
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
記
念
碑
的
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
集
成
『
イ
ン
ド
人
の
言
語
と
知
恵
に
つ
い
て
』Ü
ber
die
Sprache
und
W
eisheit
der
Indier
刊
行
の
年
で
も
あ
っ
た
（
８０
）。
十
八
世
紀
末
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
重
要
性
を
発
見
し
て
以
来
、
西
欧
で
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
比
較
研
究
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
も
言
60
語
学
者
と
し
て
そ
れ
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
（
８１
）、
彼
の
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
も
や
は
り
、
当
時
の
学
問
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
口
承
文
芸
学
の
視
点
か
ら
、
テ
オ
ド
ー
ア
・
ベ
ン
フ
ァ
イ
と
同
様
（
８２
）、
昔
話
の
〈
移
動
理
論
〉W
anderungstheorie
の
可
能
性
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
竜
伝
説
を
め
ぐ
る
右
の
文
章
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
（
ペ
ル
セ
ウ
ス
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
）
や
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
伝
、
ま
た
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
や
『
不
死
身
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』
物
語
を
読
み
比
べ
て
き
た
今
、
い
よ
い
よ
そ
の
信
憑
性
を
増
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
語
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』「
原
註
」
を
見
る
と
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
い
か
に
深
く
『
エ
ッ
ダ
』
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
が
分
か
る
。
実
は
、
彼
ら
は
こ
の
古
代
北
欧
歌
謡
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
彼
ら
自
身
、
解
説
付
き
写
本
テ
ク
ス
ト
の
編
集
を
進
め
て
い
た
（
一
八
一
五
年
）。
し
か
し
北
欧
（
デ
ン
マ
ー
ク
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
で
「
完
全
な
版
」
が
発
表
さ
れ
た
た
め
刊
行
を
断
念
し
た
の
で
あ
る
（
８３
）。『
グ
リ
ム
兄
弟
の
蔵
書
』D
ie
B
ibliothek
der
B
rüder
G
rim
m
に
は
『
エ
ッ
ダ
』
E
dda
、『
セ
ー
ム
ン
ド
の
エ
ッ
ダ
』Saem
undar−E
dda
（＝
『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』）、『
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
』Snorra−E
dda
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
膨
大
な
文
献
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
８４
）。
例
え
ば
、『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』
の
項
に
は
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
が
詳
し
い
書
評
を
発
表
し
た
（
８５
）『
セ
ー
ム
ン
ド
の
エ
ッ
ダ
』E
dda
Saem
undar
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
―
ラ
テ
ン
語
対
訳
版
、
一
七
八
七
―
一
八
二
八
年
）
の
他
、
ド
イ
ツ
語
版
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
版
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
、
等
々
、
各
国
の
文
献
が
出
揃
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
古
代
北
欧
の
神
話
・
伝
承
を
研
究
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
グ
リ
ム
以
前
に
『
エ
ッ
ダ
』
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
人
物
が
い
る
。
文
芸
批
評
家
Ｊ
・
Ｇ
・
ヘ
ル
ダ
ーH
erder
（
一
七
四
四
―
一
八
〇
三
年
）
で
あ
る
。
彼
は
当
時
一
世
を
風
靡
し
た
論
集
『
ド
イ
ツ
的
様
式
と
芸
術
』Von
deutscher
A
rt
und
K
unst
（
一
七
七
三
年
刊
（
８６
））
所
収
の
エ
ッ
セ
イ
「
オ
シ
ア
ン
お
よ
び
古
代
諸
民
族
の
歌
謡
に
関
す
る
往
復
書
簡
か
ら
の
抜
粋
」A
uszug
aus
einem
B
riefw
echsel
über
O
ßian
und
die
Lieder
alter
V
ölker （８７
）の
中
で
、
古
代
ケ
ル
ト
の
オ
シ
ア
ン
と
並
ん
で
、『
エ
ッ
ダ
』
か
ら
数
篇
を
挙
げ
、
そ
の
「
ド
ラ
マ
性
」das
D
ram
atische
を
称
揚
し
な
が
ら
こ
う
語
る
。「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
冥
府
行
、
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
糸
紡
ぎ
の
歌
、
呪
文
の
歌
そ
し
て
オ
シ
ア
ン
に
は
、
何
と
言
う
ス
ト
ー
リ
ーdie
H
andlung
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
！
（
８８
）」。
さ
ら
に
ヘ
ル
ダ
ー
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は
、
こ
の
古
代
歌
謡
に
お
け
る
「
北
欧
的
な
魔
術
の
音
調
」der
N
or-
dische
Zauberton
に
注
目
し
、
そ
の
例
と
し
て
「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
冥
府
行
」O
dins
H
öllenfahrt
（＝
「
バ
ル
ド
ル
の
夢
」
二
―
一
四
）
を
引
証
す
る
（
８９
）。
そ
し
て
五
年
後
、
ヘ
ル
ダ
ー
は
『
歌
謡
に
お
け
る
諸
民
族
の
声
』Stim
m
en
der
V
ölker
in
Liedern
第
二
部
（
一
七
七
八
／
七
九
年
刊
（
９０
））
を
発
表
、
そ
の
中
で
北
欧
の
「
女
予
言
者
」
Sibylle
と
し
て
の
「
巫
女
の
予
言
」V
öluspá
や
歌
謡
の
「
魔
力
」
Zauberkraft
を
響
か
せ
る
「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
箴
言
」
を
紹
介
す
る
（
９１
）。
近
代
文
芸
批
評
の
旗
手
ヘ
ル
ダ
ー
は
こ
う
し
て
『
エ
ッ
ダ
』
に
、
「
ド
ラ
マ
」
と
「
ス
ト
ー
リ
―
」
を
認
め
、
北
方
的
な
「
音
調
」
と
そ
の
「
魔
力
」
を
感
受
し
た
の
だ
っ
た
。
因
み
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
文
豪
ゲ
ー
テ
も
、
後
年
、『
エ
ッ
ダ
』「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
箴
言
」H
ávam
ál
か
ら
有
名
な
「
ル
ー
ネ
の
章
」R
una
C
apitule
を
独
訳
し
て
い
る
（
一
八
〇
二
年
（
９２
））。
ゲ
ー
テ
自
身
、
魔
術
的
な
も
の
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
（『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
他
）、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
（
９３
）。
ヘ
ル
ダ
ー
と
ゲ
ー
テ
に
続
い
て
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
本
格
的
・
文
献
学
的
に
『
エ
ッ
ダ
』
研
究
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
成
果
の
一
端
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
原
註
」
に
記
録
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
「
白
鳥
乙
女
」、「
鴉
の
会
話
」、「
竜
退
治
」
を
採
り
上
げ
た
。『
エ
ッ
ダ
』
は
こ
れ
ら
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
モ
テ
ィ
ー
フ
や
テ
ー
マ
の
深
層
解
明
に
不
可
欠
の
作
品
で
あ
っ
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
以
上
見
る
よ
う
に
、『
エ
ッ
ダ
』
に
「
ド
ラ
マ
」
や
「
魔
術
」
を
読
み
取
っ
た
が
、
約
百
年
後
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
グ
ナ
ーR
ichard
W
agner
も
楽
劇
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』D
er
R
ing
des
N
ibelungen
（
一
八
五
四
―
七
四
年
（
９４
））
創
作
に
際
し
て
、
『
エ
ッ
ダ
』
の
「
ド
ラ
マ
」
性
に
着
目
し
た
よ
う
だ
。
こ
の
四
部
作
（
序
＋
三
部
）
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
彼
は
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
を
四
種
類
、
ま
た
『
エ
ッ
ダ
』
も
二
種
類
、
版
を
準
備
し
、
他
に
『
ヴ
ォ
ル
ス
ン
ガ
・
サ
ガ
』
と
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
を
頻
繁
に
参
照
し
た
（
９５
）。『
エ
ッ
ダ
』
で
は
、
中
で
も
「
レ
ギ
ン
の
歌
」R
eginsm
ál
（『
歌
謡
エ
ッ
ダ
』）
と
「
ギ
ュ
ヴ
ィ
た
ぶ
ら
か
し
」G
ylfaginning
（『
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
』）
が
『
ラ
イ
ン
の
黄
金
』
に
重
要
な
典
拠
を
提
供
し
た
と
さ
れ
る
が
（
９６
）、
例
え
ば
、「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」
お
よ
び
「
シ
グ
ル
ド
リ
ー
ヴ
ァ
の
歌
」
と
と
も
に
〈
若
き
シ
グ
ル
ズ
の
歌
〉
シ
リ
ー
ズ
を
構
成
す
る
「
レ
ギ
ン
の
歌
」
で
は
、
小
人
、
魔
術
、
神
々
、
変
身
と
い
っ
た
異
教
的
な
情
景
の
中
、
活
気
あ
る
会
話
が
登
場
人
物
た
ち
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
。
物
語
自
体
に
ド
ラ
マ
性
が
内
在
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
歌
謡
の
作
品
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構
造
、
特
に
語
り
と
台
詞
の
対
比
、「
会
話
」
の
効
果
的
使
用
が
、
音
楽
家
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
に
と
っ
て
『
エ
ッ
ダ
』
は
彼
の
畢
生
の
大
作
を
完
成
す
る
上
に
必
須
の
作
品
で
あ
っ
た
。
さ
て
、『
エ
ッ
ダ
』
の
文
献
学
的
研
究
に
没
頭
し
た
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
例
の
「
書
評
」
の
中
で
、
こ
の
古
代
歌
謡
に
「
我
々
の
胸
の
中
の
一
つ
の
無
意
識
的
で
予
感
的
な
感
情
」
を
抱
い
た
。
ゲ
ル
マ
ン
的
な
も
の
の
故
郷
を
彼
は
そ
こ
に
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
の
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
も
そ
の
代
表
論
文
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
（
特
に
イ
ン
ド
）
か
ら
北
欧
に
至
る
雄
大
な
民
族
移
動
の
歴
史
を
背
景
に
、
ド
ラ
ゴ
ン
伝
説
を
め
ぐ
る
古
代
的
な
息
吹
に
注
目
し
た
。
本
稿
で
は
、
白
鳥
、
鴉
、
竜
と
い
う
太
古
の
昔
か
ら
人
間
世
界
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
深
く
関
わ
っ
て
き
た
存
在
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
現
実
的
あ
る
い
は
空
想
的
生
物
は
、
地
域
や
時
代
を
超
え
て
、
絶
え
ず
人
間
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
何
か
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
。
伝
承
文
学
は
そ
の
何
か
を
探
る
上
に
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
換
言
す
る
と
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
そ
の
奥
底
に
ユ
ン
グ
の
い
わ
ゆ
る
〈
集
合
的
無
意
識
〉
あ
る
い
は
〈
元
型
的
イ
メ
ー
ジ
〉
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
ヤ
ー
コ
プ
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
エ
ッ
ダ
』
に
は
、
本
稿
で
扱
っ
た
三
つ
の
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
小
人
、
ミ
ー
ミ
ル
の
首
、
あ
る
い
は
冥
界
（
ヘ
ル
）
等
、
現
実
と
神
秘
が
入
り
混
じ
る
興
味
深
い
世
界
が
数
々
埋
も
れ
て
い
る
。
神
話
、
伝
説
、
昔
話
が
共
鳴
し
合
う
古
代
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』
は
、
北
欧
の
一
隅
ば
か
り
で
は
な
く
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
文
化
研
究
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
作
品
な
の
で
あ
る
。
注
事
典
・
辞
典
類
、
昔
話
研
究
と
グ
リ
ム
関
係
の
文
献
は
、
略
号
を
含
め
て
、（
１
）
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
末
尾
、『
エ
ッ
ダ
』
他
は
本
稿
末
尾
の
「
主
要
参
考
文
献
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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ー
マ
ン
著
、
藤
代
幸
一
監
訳
、
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
四
―
七
六
頁
。（
大
ガ
ラ
ス
）
（
４７
）H
dA
,B
d.7,S.427
―457.(R
abe)
（
４８
）
註
（
４６
）
（
４９
）D
ie
G
ötterlieder
der
Ä
lteren
E
dda,
S.91.
(D
as
G
rim
nir-
lied)
（
５０
）
註
（
２６
）p.206,307.
（
５１
）J.G
rim
m
/D
M
,B
d.2,S.559.
（
５２
）a.a.O
.,S.559.
（
５３
）a.a.O
.,S.560.
（
５４
）
『
柳
田
國
男
全
集
』
２５
、
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
〇
年
、
一
一
四
―
一
一
九
頁
。
（
５５
）K
H
M
/R
eclam
,B
d.1,S.186
―188.
（
５６
）K
H
M
/R
eclam
,B
d.3,S.63
―64.
（
５７
）
『
柳
田
國
男
全
集
』
８
、
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
〇
年
、「
昔
話
と
文
学
」
四
三
〇
―
四
四
〇
頁
。
（
５８
）
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
口
承
文
芸
の
東
西
』
高
木
昌
史
編
、
三
交
社
、
二
〇
〇
六
年
、
第
二
部
ａ
「
昔
話
」
１
聴
耳
。
（
５９
）D
ie
H
eldenlieder
der
Ä
lteren
E
dda,
S.102
―114.
(D
as
Faf-
nirlied)
、
邦
訳
『
エ
ッ
ダ
』
一
三
八
―
一
四
三
頁
。
（
６０
）D
as
N
ibelungenlied,M
ittelhochdeutsch/N
euhochdeutsch,
N
ach
dem
Text
von
K
arl
B
artsch
und
H
elm
ut
de
B
oor
ins
N
euhochdeutsche
übersetzt
und
kom
m
entiert
von
Siegfried
G
rosse,
Philipp
R
eclam
jun.,
Stuttgart,
2002
(1997),S.36
―37.
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
前
編
、
相
良
守
峯
訳
、
二
〇
〇
四
（
一
九
五
五
）
年
、
三
四
頁
。
（
６１
）M
ittelhochdeutsches
Taschenw
örterbuch,von
M
atthias
Lexer,
3.
A
ufl.,
W
issenschaftliche
Verlagsgesellschaft,
Stuttgart,1989,S.148.
（
６２
）
註
（
４６
）
四
七
七
―
四
七
九
頁
。
（
６３
）J.G
rim
m
/D
M
,B
d.2,S.573.
（
６４
）D
S/B
D
K
.S.257
―260.
註
（
２６
）p.331
―332.
（
６５
）J.G
rim
m
/D
M
,B
d.2,S.574.
（
６６
）E
M
,
B
d.2,
S.
118
―134.
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』
忍
足
欣
四
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
〇
年
。
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（
６７
）
前
掲
書
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』
二
〇
六
頁
以
下
。
（
６８
）E
M
,B
d.12,S.673
―679.(Sigurd,Siegfried)
（
６９
）H
istorie
von
dem
gehörnten
Siegfried,
in
:
D
eutsche
Volksbücher
in
drei
B
änden,
A
ufbau-Verlag,
B
erlin
und
W
eim
ar,1982
(B
d.1).
『
不
死
身
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
』
桜
井
春
隆
訳
（『
ド
イ
ツ
民
衆
本
の
世
界
』
２
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）。
（
７０
）
「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を
救
い
出
す
ペ
ル
セ
ウ
ス
」（
ポ
ン
ペ
イ
壁
画
）、
ウ
テ
ヴ
ァ
ー
ル
「
ペ
ル
セ
ウ
ス
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
」
等
。
（
７１
）
ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
高
津
春
繁
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
（
一
九
五
三
）
年
、
八
一
―
八
二
頁
／
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
転
身
物
語
』
田
中
秀
央
・
前
田
敬
作
訳
、
人
文
書
院
、
昭
和
四
六
（
四
一
）
年
、
一
四
六
―
一
五
〇
頁
。
（
７２
）Jacobus
de
Voragine,Legenda
aurea.Lateinisch/D
eutsch.
A
usgew
ählt,
übersetzt
und
herausgegeben
von
R
ainer
N
ickel,Philipp
R
eclam
jun.,Stuttgart,2005
(1988),S.197.
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
』
第
二
巻
、
前
田
敬
作
・
山
口
裕
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
四
年
。
（
７３
）
註
（
７２
）Legenda
aurea,
S.192
―197.
(D
e
sancto
G
eorgio)
／
前
掲
『
黄
金
伝
説
』
七
六
―
八
〇
頁
（
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
）。
（
７４
）K
H
M
/B
D
K
,S.275
―295.
（
７５
）a.a.O
.,S.967.
（
７６
）G
estalten
des
M
ittelalters,S.417.
（
７７
）D
ie
H
eldenlieder
der
Ä
lteren
E
dda,
S.115
―126
(D
as
Sigrdrifalied)
/S.158
―161
(B
rynhilds
H
elfahrt).
邦
訳
『
エ
ッ
ダ
』
一
四
三
―
一
四
八
、
一
六
二
―
一
六
三
頁
。
（
７８
）Ü
ber
die
E
ntstehung
der
altdeutschen
Poesie
und
ihr
Verhältnis
zu
der
nordischen
(W
.
G
rim
m
/K
S,
B
d.1).
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
「
古
代
ド
イ
ツ
文
学
の
成
立
と
そ
の
北
欧
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
谷
口
幸
男
訳
（『
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
全
集
』
第
十
五
巻
「
グ
リ
ム
兄
弟
」、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
所
収
）。
（
７９
）
前
掲
邦
訳
、
三
〇
六
頁
（
８０
）Friedrich
Schlegel,
Ü
ber
die
Sprache
und
W
eisheit
der
Indier,
in
:K
ritische
Friedrich−Schlegel−A
usgabe,
hrsg.
vonE
rnst
B
ehler,
Verlag
Ferdinand
Schöningh,
Pader-
born/M
ünchen/W
ien/Zürich.
E
rste
A
bteilung,
B
d.8,
1975.
（
８１
）
『
言
語
学
の
誕
生
』
風
間
喜
代
三
著
、
岩
波
新
書
、
一
九
八
一
（
七
八
）
年
（
８２
）M
ax
Lüthi,
M
ärchen,
8.A
ufl.,
J.
B
.
M
etzlersche
Ver-
lagsbuchhandlung,
Stuttgart,
1990,
S.67
―69.
『
メ
ル
ヘ
ン
へ
の
誘
い
』
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
著
／
高
木
昌
史
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
（
一
九
九
七
）
年
、
一
一
〇
―
一
一
二
頁
。
（
８３
）J.G
rim
m
/K
S,
B
d.4,
S.119.
Ludw
ig
D
enecke,
Jacob
G
rim
m
und
sein
B
ruder
W
ilhelm
,
J.
B
.
M
etzlersche
Ver-
66
lagsbuchhandlung,Stuttgart,1971,S.56
―57.
（
８４
）D
ie
B
ibliothek
der
B
rüder
G
rim
m
,S.311
―313.
（
８５
）
註
（
２
）
（
８６
）H
erder/G
oethe/Frisi/M
öser,
Von
deutscher
A
rt
und
K
unst.
E
inige
fliegende
B
lätter.
H
rsg.
von
H
ans
D
ietrich
Irm
scher,Philipp
R
eclam
jun.,Stuttgart,1977.
（
８７
）I.
A
uszug
aus
einem
B
riefw
echsel
über
O
ßian
und
die
Lieder
alter
V
ölker.
（
８８
）a.a.O
.,S.26.
（
８９
）a.a.O
.,S.27
―31.
（
９０
）Johann
G
ottfried
H
erder,
〉Stim
m
en
der
V
ölker
in
Liedern
〈.Volkslieder.
Zw
ei
Teile
1778/79.
H
rsg.
von
H
einz
R
ölleke,Philipp
R
eclam
jun.,Stuttgart,1975.
（
９１
）a.a.O
.,S.296
―304,S.308
―311.
（
９２
）Johann
W
olfgang
von
G
oethe,
Säm
tliche
W
erke,
B
riefe,
Tagebücher
und
G
espräche,hrsg.von
D
ieter
B
orchm
eyer
u.a.40B
de.,Frankfurt
a.M
.1985ff.,B
d.12,S.342
―343.
『
ゲ
ー
テ
と
読
む
世
界
文
学
』
高
木
昌
史
編
訳
、
青
土
社
、
二
〇
〇
六
年
、
八
九
―
九
四
頁
。
（
９３
）
例
え
ば
、
連
作
詩「
根
源
の
言
葉
、
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
風
に
」Urw
orte,
O
rphisch
（
一
八
一
七
年
）
等
。
註
（
９２
）B
d.2,S.501
―502.
（
９４
）R
ichard
W
agner,D
er
R
ing
des
N
ibelungen.
1.D
as
R
hein-
gold,
2.D
ie
W
alküre,
3.Siegfried,
4.
G
ötterdäm
m
erung.
(R
eclam
)
（
９５
）D
as
R
heingold,S.105
―106,G
ötterdäm
m
erung,S.124.
（
９６
）D
as
R
heingold,S.106.
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